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彙
　
　
報

○
講
義
題
目

＊
印
は
他
講
座
教
員
と
の
共
同
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業

 

令
和
二
年
度
前
期
（
春
学
期
・
夏
学
期
）

 
 

 
 

文
学
部

講
義
　
東
ア
ジ
ア
伝
統
文
化
研
究
の
諸
相 

静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
科
挙
と
中
国
文
化
／
中
国
音
韻
学
の
歴
史

 

静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
中
国
白
話
文
学
研
究 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
唐
詩
研
究
の
四
視
点 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
中
国
白
話
小
説
講
読 
井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
古
典
文
学
作
品
研
読 
景
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

景
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
（
Ⅲ
・
中
国
語
初
歩
Ⅰ

 

（
佐
賀
大
学
（
中
尾
友
香
梨
教
授

中
国
語
会
話
Ⅰ
・
中
国
語
作
文
Ⅰ 

景
　
　
　
教
　
師

古
典
語
（
漢
文
（
Ⅲ 

（
西
南
学
院
大
学
（
栗 

山 

雅 

央 

講
師

 
 

 
 

人
文
科
学
府

演
習
　
文
選
の
研
究 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
明
代
伝
奇
訳
注 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法

 

景
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

彙　
　

報

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静
　
永
　
教
　
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

井
　
口
　
講
　
師

 

令
和
二
年
度
後
期
（
秋
学
期
・
冬
学
期
）

 
 

 
 

基
幹
教
育
科
目

文
系
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
科
目
（
文
学
・
言
語
学
入
門
（

 

静
　
永
　
教
　
授

 
 

 
 

文
学
部
共
通
科
目

人
文
学
基
礎
Ⅱ
　
中
国
の
大
衆
文
学
に
つ
い
て   

井＊

　
口
　
講
　
師

人
文
学
Ⅳ
　
元
曲
を
読
む
―
演
劇
の
読
書
化   

井＊

　
口
　
講
　
師

 
 

 
 

文
学
部

講
義
　
史
記
項
羽
本
紀
講
読 

静
　
永
　
教
　
授

講
義
　
中
国
白
話
文
学
研
究 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
　
唐
汝
詢
『
唐
詩
解
』
会
読 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
科
挙
と
中
国
文
化
／
中
国
音
韻
学
の
歴
史

 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
中
国
白
話
小
説
講
読 

井
　
口
　
講
　
師

演
習  

古
典
文
学
作
品
研
読 

景
　
　
　
教
　
師

演
習
　
中
国
文
学
研
究
法 

景
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

中
国
語
（
中
級
（
Ⅳ
・
中
国
語
初
歩
Ⅱ

 

（
佐
賀
大
学
（
中
尾
友
香
梨
教
授

中
国
語
会
話
Ⅱ
・
中
国
語
作
文
Ⅱ 

景
　
　
　
教
　
師

古
典
語
（
漢
文
（
Ⅳ 

（
西
南
学
院
大
学
（
栗 

山 

雅 

央 

講
師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅰ 

種
村
由
季
子
講
師
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号

集
中
講
義
　
清
代
域
外
官
話
研
究

 

（
京
都
大
学
（
木
津
　
祐
子
教
授

集
中
講
義
　
中
国
古
代
の
音
楽
文
化

 
（
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
（
山
寺
美
紀
子
講
師

 
 

 
 

人
文
科
学
府

現
代
文
化
論
Ｃ 

井＊

口
講
師
・
静＊

永
教
授

演
習
　
文
選
の
研
究 

静
　
永
　
教
　
授

演
習
　
明
代
伝
奇
訳
注 

井
　
口
　
講
　
師

演
習
・
博
士
演
習
　
中
国
文
学
研
究
法

 
景
教
師
・
井
口
講
師
・
静
永
教
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

静
　
永
　
教
　
授

論
文
指
導
　
中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題 

井
　
口
　
講
　
師

○
学
位
論
文

（
二
〇
二
〇
年
三
月
学
位
取
得
（

中
島
敦
と
西
遊
記 

︹
学
士
︺
阿
　
部
　
椋
　
平

『
聊
斎
志
異
』
王
金
範
刻
本
に
見
る
怪
異
に
つ
い
て

 

︹
学
士
︺
山
　
田
　
ひ
か
り

中
国
の
禁
書
に
つ
い
て 

︹
学
士
︺
吉
　
村
　
尚
　
樹

『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
皇
帝
権
力 

︹
修
士
︺
古
　
野
　
亜
莉
沙

一
九
三
〇
年
代
の
北
京
に
お
け
る
日
中
学
術
交
流
研
究

 

︹
博
士
︺
稲
　
森
　
雅
　
子

○
中
国
文
藝
座
談
会

第
三
〇
八
回
（
二
〇
一
〇
年
二
月
一
日
（

   

於
イ
ー
ス
ト
一
号
館
Ｃ－

二
〇
三
室

司
馬
懿
考 

大
　
園
　
大
　
輔

諸
葛
亮
の
人
物
像
に
つ
い
て 

藤
　
原
　
　
　
惣

李
卓
吾
の
思
想
と
『
水
滸
伝
』 

坪
　
郷
　
孝
　
則

『
閲
微
草
堂
筆
記
』
の
創
作
意
図
に
つ
い
て 

干
　
　
　
佳
　
琳

第
三
〇
九
回
（
二
〇
二
〇
年
三
月
七
日
（ 

於
中
国
文
学
研
究
室

唐
詩
押
韻
攷 

鹿
　
島
　
大
　
吾

宋
詩
に
お
け
る
猫 

田
　
代
　
　
　
舞

『
三
才
図
会
』
鳥
獣
部
の
原
典 

福
　
田
　
華
　
矢

『
紅
楼
夢
』
の
中
の
侍
女 

堤
　
　
　
駿
　
都

「
嫩
」
の
文
学
史
的
考
察 

林
　
　
　
暁
　
光

第
三
一
〇
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
四
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（

陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て

 

王
　
　
　
昊
　
聰

中
国
人
民
大
学
蔵 

周
之
標
『
四
六
琯
朗
集
』
に
つ
い
て

 

岩
　
崎
　
華
奈
子

目
加
田
誠
博
士
旧
蔵
一
九
三
四
年
大
学
講
義
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て

 

稲
森
雅
子
・
王
昊
聰
・
汪
洋
・
木
村
淳
美
・
陳
褘
璇

第
三
一
一
回
（
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
六
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（

司
馬
相
如
「
喩
巴
蜀
檄
」
に
つ
い
て 

木
　
村
　
淳
　
美

曾
国
藩
と
そ
の
幕
府
に
お
け
る
文
学
活
動
―
詩
歌
唱
和
を
中
心
に

 

汪
　
　
　
　
　
洋
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彙
　
　
報

○
他
学
会
・
研
究
会
で
の
発
表
（
事
務
局
把
握
分
の
み
掲
載
）

第
七
十
二
回
日
本
中
国
学
会
大
会

 

（
二
〇
二
〇
年
十
月
十
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（

陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」
の
創
作
時
期
に
つ
い
て

 

　
　
王
　
　
　
昊
　
聡

第
六
十
八
回
九
州
中
国
学
会

 

（
二
〇
二
〇
年
十
月
三
十
日
︑
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（

明
代
白
話
小
説
と
大
衆
の
生
活 

井
　
口
　
千
　
雪

○
社
会
連
携
事
業

九
大
文
学
部
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
提
携
講
座

「
言
語
と
文
芸
―
古
典
の
扉
を
開
く
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
十
五
日
（

於
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
福
岡
教
室

『
三
国
志
演
義
』
と
明
代
の
人
々 
井
　
口
　
千
　
雪

九
州
大
学
言
語
運
用
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
こ
と
ば
を
考
え
る
」（
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
一
日
（
於
天
神
ビ
ル

関
羽
の
「
義
」
と
曹
操
の
「
奸
」
―
『
三
国
志
演
義
』
を
読
む

 

井
　
口
　
千
　
雪

○
大
学
間
学
術
交
流

中
国
・
浙
江
大
学
中
文
系
と
の
学
術
交
流
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
（

＊
院
生
交
流
会
（
十
二
月
十
六
日
（

 

於
イ
ー
ス
ト
一
号
館
Ｂ－

二
〇
三
室

陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
執
筆
と
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て

 

王
　
　
　
昊
　
聡

『
梁
簡
文
帝
集
校
注
』
注
釈
的
若
干
問
題

 

（
浙
江
大
（
裘
　
　
　
　
　
石

重
構
的
図
景
―
論
「
放
翁
体
」
的
形
成
与
流
変

 

（
浙
江
大
（
商
　
　
　
宇
　
琦

＊
大
宰
府
文
化
散
策
（
十
二
月
十
七
日
（

○
受
賞

二
〇
二
〇
年
度
日
本
中
国
学
会
賞
受
賞
（
文
学
・
語
学
部
門
（

武
定
侯
郭
勛
に
よ
る
『
三
国
志
演
義
』『
水
滸
伝
』
私
刻
の
意
図

 

井
　
口
　
千
　
雪

○
会
員
消
息
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

林
　
　
暁
光
　 

三
月
︑
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外
国

人
教
師
（
を
終
え
て
︑
浙
江
大
学
中
文
系
に
帰
任
︒

景
　
　
　
浩
　 

四
月
︑
九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
（
外
国

人
教
師
（
と
し
て
︑
西
北
師
範
大
学
文
学
院
よ
り
着

任
︒

稲
森
　
雅
子
　 
四
月
︑
九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
助
教
に
着
任
︒
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中
国
文
学
論
集
　
第
四
十
九
号

○
会
員
近
著
（
事
務
局
把
握
分
の
み
）

有
木
　
大
輔
ほ
か（
紫
陽
会
編
著
（『
大
沼
枕
山『
歴
代
詠
史
百
律
』の
研
究
』

 

（
汲
古
書
院
︑
二
〇
二
〇
年
二
月
（

諸
田
　
龍
美
『
中
国
詩
人
烈
伝
―
人
生
の
ヒ
ン
ト
を
く
れ
る
型
破
り
な
十
賢
人
』

 

（
淡
交
社
︑
二
〇
二
〇
年
三
月
（

二
宮
　
俊
博
（
遺
稿
（『
津
阪
東
陽
『
杜
律
詳
解
』
全
釈
』

 

（
自
費
出
版
︹
二
宮
印
刷
︺︑
二
〇
二
〇
年
四
月
（

阿
部
　
泰
記
『
中
國
歷
代
「
王
昭
君
」
故
事
』

 

（
自
費
出
版
︹
三
共
印
刷
︺︑
二
〇
二
〇
年
四
月
（

古
川
　
末
喜
『
二
十
四
節
気
で
読
み
と
く
漢
詩
』

 

（
文
学
通
信
︑
二
〇
二
〇
年
十
月
（

執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

林
　
　
暁
光	

浙
江
大
学
人
文
学
院
副
教
授

景
　
　
　
浩	

�

九
州
大
学
特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
教
員
・
西
北
師
範

大
学
文
学
院
副
教
授

竹
村
　
則
行	

九
州
大
学
名
誉
教
授

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ツ
ダ	

四
川
大
学
外
国
語
学
院
日
文
系
副
教
授

東
　
　
英
寿	

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授

鍾
　
　
　
東	

中
山
大
学
中
文
系
副
教
授

岩
崎
華
奈
子	

九
州
大
学
大
学
院
専
門
研
究
員

稲
森
　
雅
子	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
助
教

王
　
　
昊
聰	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
府
博
士
後
期
課
程

木
村
　
淳
美	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
府
修
士
課
程

汪
　
　
　
洋	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
府
修
士
課
程

陳
　
　
禕
璇	

九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
府
修
士
課
程
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編
集
後
記

　
　
　

編　

集　

後　

記

本
号
の
﹃
中
国
文
学
論
集
﹄
に
は
︑
十
二
人
の
執
筆
者
の
皆
様
が
筆
を
お
寄
せ
下
さ
り
︑
南
北
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
で
︑

多
彩
な
中
国
文
学
研
究
を
収
め
る
一
冊
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
︒

二
〇
二
〇
年
は
︑covid-19

の
影
響
に
よ
る
世
界
的
な
混
乱
に
直
面
し
た
一
年
で
し
た
︒
と
り
わ
け
中
国
と
の
縁
の
深

い
私
た
ち
中
国
文
学
研
究
者
に
と
っ
て
は
︑
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
二
〇
一
九
年
十

二
月
︑
中
国
湖
北
省
武
漢
市
で
原
因
不
明
の
新
型
肺
炎
が
検
出
さ
れ
︑
年
明
け
の
一
月
六
日
・
七
日
に
は
日
本
で
も
﹁
厚

生
労
働
省
検
疫
所FO

RTH
﹂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
注
意
喚
起
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
︒
九
日
に
は
中
国
当
局
よ
り
新
型
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
み
ら
れ
る
と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
︑
こ
の
頃
に
は
ま
だ
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
も
危
機
感
を

も
っ
て
大
々
的
に
報
じ
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
︒
中
国
で
は
︑SA

R
S

の
防
疫
・
治
療

に
当
た
っ
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鍾
南
山
医
師
が
衛
生
当
局
の
専
門
家
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
に
就
き
︑
二

十
日
︑covid-19

が
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
や
︑
人
口
一
千
万
人
を
超
え
る
大
都
市
武
漢
が
︑
二
十

三
日
を
以
て
封
鎖
さ
れ
る
と
い
う
遽
か
に
は
信
じ
難
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
来
た
の
で
し
た
︒
中
国
で
は
一
月
二
十

五
日
の
春
節
︵
旧
正
月
︶
に
さ
し
か
か
っ
て
い
た
頃
で
し
た
が
︑
現
地
在
住
の
方
に
話
を
聞
く
と
︑
親
戚
や
隣
人
が
集
ま

る
こ
と
も
少
な
く
︑
他
の
村
庄
と
の
往
来
が
制
限
さ
れ
︑
発
熱
を
伴
う
風
邪
の
症
状
が
出
れ
ば
そ
の
家
は
厳
重
に
封
鎖
さ

れ
る
と
い
う
具
合
で
︑
例
年
の
あ
の
賑
や
か
な
春
節
の
面
影
は
無
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
︒

中
国
で
痛
み
を
伴
う
大
規
模
な
制
限
が
実
施
さ
れ
る
中
︑
日
本
に
在
住
す
る
中
国
人
留
学
生
や
研
究
員
の
方
か
ら
は
︑

湖
北
省
出
身
と
い
う
だ
け
で
周
り
に
微
妙
な
顔
を
さ
れ
る
の
で
外
出
を
自
粛
し
て
い
る
︑
自
国
の
対
応
が
遅
か
っ
た
た
め

に
世
界
に
感
染
が
拡
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
責
任
を
感
じ
て
い
る
︑
と
い
う
声
を
漏
れ
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
︒
当
時
は
︑
感
染
源
・
感
染
経
路
と
も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
︑
ま
た
経
済
を
重
視
し
て
水
際
対
策
の
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措
置
を
遅
ら
せ
た
の
は
世
界
各
国
の
自
己
決
定
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
︑
い
つ
の
間
に
か
︑
中
国
の
み
に
責
任
を
押
し

つ
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
︑
ニ
ュ
ー
ス
やSN

S

に
お
い
て
︑
理
不
尽
な
批
判
︑
心
な
い
攻
撃
を
目
に

す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
︑
大
切
な
留
学
生
達
︑
友
人
達
を
ど
の
よ
う
に
守
れ
る

か

︱
中
国
文
学
に
関
わ
る
研
究
者
︑
学
生
の
皆
さ
ん
の
多
く
が
︑
こ
の
よ
う
な
苦
悩
を
抱
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒

現
在
で
は
︑
世
界
各
国
に
お
い
て
二
〇
一
九
年
十
二
月
以
前
の
早
い
時
期
か
らcovid-19

の
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染

が
拡
が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
今
後
︑
感
染
源
や
感
染
経
路
は
よ
り
正
確
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
︑
い
ず
れ
の
国
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
れ
︑
ど
の
よ
う
な
経
路
で
感
染
が
拡
が
っ

た
の
で
あ
れ
︑
そ
れ
は
た
だ
に
今
後
の
人
類
の
感
染
症
対
策
に
活
か
す
べ
き
情
報
に
過
ぎ
ぬ
と
い
う
こ
と
を
心
得
︑
一
部

の
国
︑
一
部
の
人
々
に
怒
り
の
矛
先
を
向
け
る
よ
う
な
方
向
に
は
進
む
こ
と
の
な
い
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
国
内
に

お
い
て
も
︑
感
染
者
を
責
め
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
︑
他
人
の
心
に
寄
り
添
え
る
寛
大
さ
を
持
つ
社

会
︑
互
い
に
助
け
合
う
心
を
忘
れ
な
い
社
会
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
︒

四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
て
以
降
︑
九
州
大
学
で
も
他
大
学
と
同
様
に
︑
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ア
プ
リ

Team
s

等
を
利
用
し
︑
レ
ジ
ュ
メ
やPPT

を
学
生
と
画
面
共
有
し
な
が
ら
口
頭
で
説
明
を
加
え
る
と
い
っ
た
形
式
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒
私
な
ど
は
ア
プ
リ
の
操
作
か
ら
し
て
一
か
ら
学
ぶ
と
い
う
大
苦
戦
ぶ
り
で
し
た

が
︑
教
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
対
面
授
業
と
の
特
性
の
違
い
を
踏
ま
え
て
︑
ど
の
よ
う
に
授
業
を
組
み
立
て

れ
ば
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
学
べ
る
だ
ろ
う
か
と
︑
苦
慮
す
る
日
々
を
送
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
︒
学
生
の
皆
さ
ん
は
︑

研
究
室
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
︑
不
安
な
思
い
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
厳
し
い
状
況
の
中
で
︑
論
文
を
執
筆
し
投
稿
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
︑
学
生
の
皆
様
︑
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
︒

ま
た
九
大
中
文
研
究
室
の
外
国
人
教
師
の
先
生
方
に
は
︑
中
国
か
ら
の
渡
日
手
続
き
︑
そ
し
て
帰
国
手
続
き
に
大
変
難
儀
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さ
れ
る
中
で
︑
ご
論
考
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た
こ
と
︑
心
よ
り
敬
意
の
念
を
表
し
ま
す
︒

人
間
社
会
が
大
き
く
動
揺
し
︑
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
る
時
代
に
は
い
つ
も
︑
明
日
を
も
知
れ
ぬ
と
い
う
刹
那
的
な
風

潮
が
人
々
の
間
に
の
っ
そ
り
と
頭
を
も
た
げ
︑
ま
ま
と
し
て
人
に
冷
静
な
判
断
を
失
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
し
か
し

私
達
は
︑
こ
の
よ
う
な
不
安
定
か
つ
困
難
な
時
代
に
こ
そ
︑
長
期
的
な
目
線
を
以
て
社
会
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
し
︑
ま

た
自
己
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
︑
よ
り
良
い
未
来
に
繋
が
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
︑
同
様
の
社
会
的
動
乱
を
経
験
し
た
先

人
達
に
よ
り
積
み
上
げ
ら
れ
て
き
た
人
文
学
的
叡
智
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
︒
今
こ
そ
︑
人
文
学
の
力
︑
文

学
の
力
が
︑
世
の
中
に
大
い
に
求
め
ら
れ
る
時
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

来
年
度
発
行
予
定
の
﹃
中
国
文
学
論
集
﹄
五
〇
号
に
つ
き
ま
し
て
も
︑
会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
投
稿
を
楽
し
み
に
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
︒
ぜ
ひ
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
︒
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